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今
般
、
回
想
記
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
何
十
年
ぶ
り
か
に
文
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
み
た
。
そ
こ
に
は
実
に
懐
か
し
い
顔
が
あ
っ
た
。
若
さ
に
満
ち
て
い
る
。
青
春
そ
の
も
の
だ
。
時
は
移
り
変
わ
っ
て
幾
星
霜
。
保
管
し
て
い
る
記
録
（
日
誌
、
講
義
ノ
ー
ト
、
メ
モ
）
と
、
記
憶
を
も
と
に
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
一
．
一
年
生
（ 
一
九
七
一
年
度
） 
大
学
生
活
の
は
じ
ま
り
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
四
月
一
五
日
、
国
士
舘
大
学
の
入
学
式
が
世
田
谷
校
舎
一
〇
号
館
の
大
剣
道
場
で
挙
行
さ
れ
た
。
舘
長
柴
田
德
次
郎
先
生
の
「
親
愛
な
る
学
生
諸
君
」
で
始
ま
る
式
辞
に
は
威
厳
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
在
校
生
祝
辞
。
三
年
生
の
方
で
あ
っ
た
が
、
論
旨
明
快
で
あ
り
颯
爽
と
し
て
い
た
。
大
学
生
に
な
っ
た
気
が
し
た
も
の
だ
。
当
時
、
文
学
部
で
は
、
一
・
二
年
次
は
鶴
川
校
舎
が
勉
学
の
地
で
あ
っ
た
。
早
速
、
課
題
が
出
さ
れ
、
四
月
一
七
日
に
は
入
学
式
の
所
見
文
を
書
い
た
。
入
学
式
の
印
象
や
、
自
ら
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
記
し
た
。
文
学
部
事
務
室
の
担
当
学
生
監
は
江
原
一
雄
先
生
。
実
直
な
お
人
柄
で
あ
り
、
陸
軍
士
官
学
校
の
卒
業
で
、
戦
後
は
防
衛
庁
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
由
。
三
年
生
の
は
じ
め
に
西
国
立
駅
近
く
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
四
月
二
三
日
に
実
質
初
め
て
の
講
義
を
受
け
た
。「
国
史
概
説
」
で
あ
っ
た
。
担
当
は
藤
木
邦
彦
教
授
で
、
軽
妙
洒
脱
な
語
り
口
に
、
大
学
の
授
業
の
雰
囲
気
を
感
じ
た
。講
義
が
始
ま
っ
た
こ
の
頃
、体
育
実
技
の
柔
道
で
は
担
当
の
先
生
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
、
腰
が
引
け
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
四
月
二
九
日
に
は
、
世
田
谷
グ
ラ
ン
ド
で
天
皇
誕
生
日
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
分
列
行
進
が
あ
っ
た
。
何
し
ろ
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
戸
惑
う
ば
か
り
で
無
我
夢
中
で
歩
調
を
合
わ
せ
た
、
と
い
私
と
国
士
舘
大
学
文
学
部
六
期
生　
斉
藤　
賢
三
国
士
舘
の
思
い
出
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う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
。
当
時
の
国
士
舘
大
学
で
は
学
生
が
交
代
で
学
内
警
備
を
行
っ
て
お
り
、五
月
に
入
る
と
早
々
に
当
番
が
回
っ
て
き
た
。
腕
章
を
付
け
て
校
門
で
の
立
番
や
見
回
り
を
す
る
の
で
あ
る
。当
番
の
日
の
勤
務
時
間
中
は
公
欠
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
当
番
は
校
門
に
お
い
て
二
人
一
組
で
、
午
前
・
午
後
の
部
に
分
か
れ
実
施
さ
れ
年
に
二
回
の
割
当
で
あ
っ
た
。
授
業
が
あ
る
場
合
は
「
公
欠
」
の
扱
い
で
あ
り
、私
は
午
前
の
部
の
担
当
で
あ
っ
た
の
で
、
二
限
目
の
「
法
学
概
論
」
の
授
業
に
つ
い
て
「
公
欠
」
扱
い
の
届
け
出
を
提
出
し
た
。
五
月
二
七
日
に
は
大
学
開
学
記
念
式
典
が
世
田
谷
で
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
舘
長
訓
話
（
舘
訓
）
や
団
体
訓
練
（
団
訓
）
と
い
っ
た
実
践
倫
理
の
授
業
は
、
世
田
谷
校
舎
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
一
年
次
は
毎
週
木
曜
日
に
世
田
谷
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
普
段
、
鶴
川
校
舎
で
学
ぶ
面
々
の
中
に
は
ど
う
に
か
出
席
カ
ー
ド
だ
け
提
出
で
き
ぬ
も
の
か
と
思
案
す
る
者
も
い
た
が
、
カ
ー
ド
管
理
、
運
用
が
的
確
で
あ
り
、
欠
席
の
記
録
だ
け
が
残
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
私
の
故
郷
は
、茨
城
県
の
真
壁
郡
関
城
町
（
現
筑
西
市
）
で
、当
初
は
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
叔
母
宅
か
ら
通
学
し
て
い
た
。
六
月
に
は
諸
事
情
に
よ
り
鶴
川
駅
隣
り
の
玉
川
学
園
駅
近
く
で
下
宿
生
活
を
始
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
故
郷
関
城
町
の
由
来
は
地
方
豪
族
関
氏
に
よ
る
も
の
で
、
関
氏
の
祖
先
は
藤
原
秀
郷
の
流
れ
を
く
む
。
秀
郷
は
、
近
江
三
上
山
の
「
む
か
で
退
治
」
伝
説
の
「
俵
藤
太
」
で
あ
り
、
小
山
・
結
城
・
下
河
辺
氏
な
ど
東
国
武
士
の
祖
で
も
あ
る
。
そ
の
子
孫
の
太
田
政
家
の
子
俊
平
が
常
陸
国
関
に
住
み
、
関
氏
を
称
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
関
俊
平
の
子
孫
で
あ
る
関
宗
祐
は
、
南
北
朝
内
乱
時
に
南
朝
方
に
属
し
た
。
南
朝
の
重
臣
で『
神
皇
正
統
記
』
を
著
し
た
北
畠
親
房
を
関
城
に
迎
え
て
、
高
師
冬
の
包
囲
軍
に
抗
し
た
が
、
興
国
四
（
一
三
四
三
）
年
に
敢
闘
及
ば
ず
関
城
は
陥
落
し
た
。
関
城
址
に
は
大
学
に
入
学
す
る
前
に
も
、
何
度
か
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
当
時
は
、
南
北
朝
史
の
泰
斗
で
あ
る
村
田
教
授
の
ゼ
ミ
に
学
ん
で
そ
の
教
え
に
接
し
、
卒
業
論
文
の
主
査
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
は
、
無
論
知
る
由
も
な
し
。
神
の
み
ぞ
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
玉
川
学
園
に
転
居
し
て
通
学
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
時
間
的
に
余
裕
が
で
き
る
と
、学
校
生
活
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
て
、顔
見
知
り
も
多
く
な
り
、
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
休
み
を
は
さ
ん
で
、
九
月
に
な
る
と
友
人
が
増
え
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
も
で
き
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
六
～
七
人
と
は
、
卒
業
ま
で
親
し
い
交
友
関
係
が
続
き
、
互
い
の
住
居
を
訪
う
こ
と
も
頻
繁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
も
足
を
運
ん
だ
。
時
に
は
衝
突
す
る
こ
と
も
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あ
っ
た
が
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
た
よ
き
友
だ
っ
た
。
一
一
月
一
三
・
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
鶴
川
祭
で
は
、駅
伝
大
会
に
出
場
し
た
が
、
他
の
走
者
に
た
び
た
び
追
い
抜
か
れ
た
の
が
悔
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ク
ラ
ス
の
連
中
も
応
援
し
て
く
れ
た
が
、
後
で
聞
け
ば
陸
上
部
部
員
も
走
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
結
果
は
入
賞
ラ
イ
ン
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、
走
り
き
っ
た
爽
快
感
が
残
っ
た
も
の
だ
。
二
年
生
の
進
級
直
前
に
は
、
玉
川
学
園
か
ら
世
田
谷
区
の
船
橋
に
転
居
し
、
そ
こ
で
卒
業
ま
で
の
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
二
．
二
年
生
（ 
一
九
七
二
年
度
） 
学
園
生
活
と
舘
長
逝
去
二
年
生
に
な
る
と
、
舘
訓
・
団
訓
の
た
め
の
世
田
谷
校
舎
へ
の
登
校
は
水
曜
日
に
変
わ
っ
た
。
授
業
で
は
植
村
清
二
教
授
の
「
史
学
概
論
」
に
感
銘
を
受
け
た
。
植
村
教
授
の
古
今
東
西
に
わ
た
る
膨
大
な
博
識
と
ユ
ー
モ
ア
に
尊
敬
の
念
を
抱
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
講
義
ノ
ー
ト
は
毎
回
懸
命
に
ま
と
め
た
も
の
だ
。
植
村
先
生
は
直
木
三
十
五
の
実
弟
で
、
直
接
そ
の
こ
と
を
お
伺
い
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
学
校
生
活
に
馴
染
む
に
つ
れ
、
国
史
学
専
攻
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
文
学
部
の
他
学
科
の
ク
ラ
ス
に
も
交
友
関
係
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
定
期
試
験
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
た
り
（
試
験
に
安
易
な
考
え
の
者
も
一
部
に
は
い
た
が
…
）、誰
そ
れ
の
噂
話
に
盛
り
あ
が
っ
た
り
し
た
。
交
友
の
喜
怒
哀
楽
は
実
に
多
彩
で
あ
り
、
今
に
な
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
青
春
で
あ
っ
た
。
第3回鶴川祭での駅伝大会
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一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
一
一
月
一
一
・
一
二
日
に
は
鶴
川
祭
が
あ
り
、
私
は
一
一
日
に
柔
道
対
抗
戦
と
駅
伝
、
翌
日
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に
青
春
を
謳
歌
し
た
。
さ
て
年
が
改
ま
っ
て
一
九
七
三
年
。
厳
寒
の
一
月
二
七
日
に
舘
長
柴
田
德
次
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
御
年
八
二
歳
。
入
学
式
や
舘
長
訓
話
（
高
齢
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ご
出
席
の
回
数
は
少
な
か
っ
た
）
で
の
お
姿
に
、
限
り
な
い
慈
愛
と
威
厳
を
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
月
三
日
に
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
学
園
葬
に
は
、学
科
代
表
と
し
て
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
翌
年
一
一
月
の
明
治
祭
で
は
、本
部
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た
柴
田
德
次
郎
先
生
「
足
跡
展
」
の
紹
介
文
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
定
期
試
験
も
終
わ
り
、
三
年
生
へ
の
進
級
も
無
事
決
ま
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
二
年
間
で
あ
っ
た
。
三
．
三
年
生
（ 
一
九
七
三
年
度
） 
学
園
改
革
の
頃
三
年
生
に
な
り
、
授
業
は
鶴
川
校
舎
か
ら
世
田
谷
校
舎
へ
と
移
っ
た
。
三
年
次
か
ら
の
担
当
学
生
監
は
石
母
田
武
先
生
。
陸
軍
士
官
学
校
四
一
期
、
陸
軍
大
学
校
五
四
期
の
卒
業
で
、
陸
軍
省
勤
務
な
ど
を
経
て
、
終
戦
時
は
中
国
湖
南
省
に
あ
っ
た
部
隊
の
中
佐
参
謀
で
あ
っ
た
由
。石
母
田
先
生
は
そ
の
こ
と
は
微
塵
も
出
さ
ず
、温
和
な
姿
勢
で
私
ど
も
に
接
し
、
面
倒
見
の
よ
い
方
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
四
月
一
四
日
、
三
年
生
と
し
て
の
初
講
義
は
吉
田
常
吉
先
生
の
「
国
史
特
講
Ⅲ
」
で
あ
っ
た
。
吉
田
先
生
は
、
幕
末
史
の
碩
学
で
著
書
も
多
数
あ
り
、
私
は
早
速
、
人
物
叢
書
『
井
伊
直
弼
』
を
神
田
の
古
書
店
で
買
い
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
飄
々
と
し
た
お
人
柄
で
あ
り
、
実
証
的
に
授
業
を
進
め
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
村
田
正
志
教
授
の
「
古
文
書
学
」
も
は
じ
ま
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
「
女
房
奉
書
」
や
「
後
奈
良
天
皇
綸
旨
」
な
ど
の
古
文
書
で
あ
っ
た
の
で
、
講
読
に
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
。
四
月
下
旬
頃
か
ら
国
鉄
の
い
わ
ゆ
る
順
法
闘
争
が
始
ま
り
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
た
り
、
乗
客
が
暴
動
を
起
こ
す
と
い
う
事
件
が
相
次
い
だ
。
そ
の
た
め
休
講
が
多
く
な
り
、
私
た
ち
学
生
に
も
影
響
が
及
ん
だ
。
二
九
日
に
は
天
皇
誕
生
日
の
天
長
節
式
典
が
世
田
谷
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
同
時
に
新
入
生
歓
迎
の
分
列
行
進
が
あ
っ
た
。
友
人
の
中
に
は
出
席
カ
ー
ド
だ
け
を
提
出
し
て
退
去
す
る
者
も
い
た
が
、
私
は
式
典
に
出
席
し
、
ま
た
式
典
後
の
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
し
て
、
国
旗
を
付
け
た
杖
を
持
ち
御
茶
ノ
水
駅
近
く
ま
で
歩
い
た
。
五
月
一
〇
日
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
卒
業
論
文
の
第
一
次
面
接
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が
あ
っ
た
。
村
田
正
志
（
中
世
史
）、
藤
木
邦
彦
（
古
代
史
）、
岡
本
堅
次
（
近
世
史
）、黒
板
昌
夫
（
歴
史
地
理
）
の
各
教
授
と
大
川
清
・
助
教
授
（
考
古
学
）
が
一
同
に
出
席
さ
れ
て
い
た
。
面
接
は
、
私
が
最
初
で
あ
っ
た
の
で
大
変
緊
張
し
た
。
以
前
か
ら
中
世
初
期
に
興
味
関
心
が
あ
り
、
関
係
書
籍
に
も
眼
を
通
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
面
接
に
臨
ん
だ
。
希
望
通
り
、
卒
論
の
題
名
は
「
鎌
倉
幕
府
の
成
立
」
と
決
定
し
、
先
生
方
か
ら
は
「
と
に
か
く
実
証
的
に
」
と
の
ご
指
導
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
以
降
、
史
料
集
め
な
ど
で
古
書
店
に
も
よ
く
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
頃
、
一
部
学
生
に
よ
る
暴
力
事
件
が
発
端
と
な
り
、
学
内
は
学
園
改
革
を
求
め
て
大
き
な
騒
動
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
六
月
末
に
は
近
代
化
委
員
会
が
発
足
し
て
、
改
革
へ
と
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
嚆
矢
は
、
五
月
二
七
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
で
あ
っ
た
。
同
紙
は
そ
の
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
な
ど
も
交
え
て
連
日
の
よ
う
に
報
じ
た
。
他
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
増
え
、
参
議
院
法
務
委
員
会
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
六
月
一
三
日
に
は
、
一
部
の
学
生
が
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
生
徒
と
衝
突
し
て
起
こ
し
た
高
田
馬
場
事
件
の
報
道
も
あ
っ
て
、
学
内
に
は
「
暴
力
行
為
を
な
し
た
者
は
厳
重
に
処
罰
す
る
」
旨
の
掲
示
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
過
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映
さ
れ
た
。
衆
議
院
文
教
員
会
で
も
質
疑
が
あ
り
、
六
月
一
四
日
に
は
大
学
本
部
で
総
長
柴
田
梵
天
先
生
の
共
同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
悲
痛
な
面
持
ち
で
「
私
に
全
て
の
責
任
が
あ
る
」
と
言
明
さ
れ
た
総
長
の
責
任
感
に
胸
を
打
た
れ
、
ま
た
責
任
の
重
さ
と
い
う
も
の
を
痛
感
し
た
。
こ
の
後
、
ク
ラ
ス
や
学
科
で
の
討
論
会
、
ま
た
学
内
集
会
も
た
び
た
び
開
か
れ
た
。
こ
の
頃
、
と
あ
る
教
室
で
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
あ
る
学
生
の
激
論
に
対
し
て
、
石
母
田
学
生
監
は
要
旨
以
下
の
如
く
答
え
ら
れ
た
。「
今
は
燎
原
の
火
の
如
く
燃
え
て
い
る
。
現
況
に
あ
っ
て
う
ろ
た
え
る
こ
と
は
所
謂
焼
け
石
に
水
で
あ
っ
て
、
只
々
カ
オ
ス
に
な
る
だ
け
だ
。
現
在
は
苦
し
い
が
、
自
分
を
し
っ
か
り
持
っ
て
一
段
落
し
た
ら
真
の
姿
を
発
揮
す
る
べ
く
努
力
す
る
し
か
な
い
」
と
。
私
ど
も
の
胸
裏
に
響
く
、
心
情
に
迫
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
騒
動
中
で
も
、
学
内
に
あ
っ
て
は
平
常
通
り
に
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
何
よ
り
の
救
い
で
あ
っ
た
。
国
史
特
講
Ⅲ
の
吉
田
常
吉
先
生
は
「
毅
然
た
れ
」
と
語
ら
れ
、
静
か
に
幕
末
史
を
語
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
尊
敬
の
念
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
六
月
二
九
日
に
近
代
化
委
員
会
が
発
足
し
た
。
ク
ラ
ス
代
表
は
年
長
の
Ｓ
君
で
あ
っ
た
。
六
月
三
〇
日
、
私
は
正
門
警
備
の
担
当
で
あ
っ
た
が
、
世
田
谷
校
舎
に
通
学
す
る
学
生
は
日
常
生
活
の
平
穏
を
保
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っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
報
道
も
散
発
的
に
な
り
、
学
園
内
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
き
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
報
道
の
な
か
で
、
私
の
腑
に
お
ち
る
も
の
が
二
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
芥
川
隆
行
の
番
組
「
何
処
へ
ゆ
く
の
か
国
士
舘
」
で
、
状
況
把
握
が
実
に
的
確
で
正
鵠
を
射
て
い
た
。
ふ
た
つ
目
は
『
文
芸
春
秋
』
八
月
号
の
林
健
太
郎
氏
の
エ
ッ
セ
イ
と
「
新
聞
エ
ン
マ
帳
」
の
記
事
で
、
抑
制
さ
れ
た
表
現
に
大
人
の
雑
誌
だ
と
感
心
し
た
も
の
で
あ
る
。
激
動
の
月
日
は
流
れ
、夏
休
み
が
終
了
し
た
九
月
三
日
に
は
、近
代
化
委
員
会
に
よ
っ
て
、小
さ
な
改
革
が
学
内
発
表
さ
れ
た
。一
〇
号
館
で
の
正
面
玄
関
の
使
用
と
土
足
入
構
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
東
門
が
常
時
開
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
か
月
後
の
一
〇
月
一
日
に
は
、
近
代
化
委
員
会
に
よ
っ
て
制
服
自
由
化
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
を
聞
き
私
は
早
速
、翌
二
日
に
私
服
で
登
校
し
た
。
少
し
緊
張
感
は
あ
っ
た
と
思
う
が
何
の
こ
と
は
な
く
、
文
学
部
で
は
半
数
程
度
が
私
服
だ
っ
た
。
一
方
、
体
育
学
部
な
ど
は
制
服
姿
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
服
装
は
自
由
化
と
な
っ
た
が
、
私
も
時
に
は
制
服
を
着
用
し
た
。
明
治
祭
実
行
委
員
会
後
期
授
業
が
始
ま
る
と
、
村
田
正
志
ゼ
ミ
で
は
「
関
東
往
還
記
」
の
授
業
が
始
ま
り
、
一
歩
ず
つ
読
み
進
め
て
い
っ
た
。
基
礎
不
足
の
私
に
は
難
し
い
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
勉
学
に
励
ん
だ
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
一
〇
月
に
入
っ
た
頃
、
選
出
理
由
が
曖
昧
な
が
ら
、
私
は
史
学
地
理
学
科
の
代
表
と
し
て
明
治
祭
実
行
委
員
と
な
り
、
そ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
私
は
庶
務
担
当
で
あ
っ
た
。
実
行
委
員
会
で
数
多
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
統
一
テ
ー
マ
は
「
和
」
と
決
定
し
た
。
他
学
部
や
短
大
か
ら
の
委
員
と
も
交
流
が
進
み
、
明
治
祭
の
実
施
に
向
け
て
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
会
議
や
作
業
が
夜
の
一
〇
時
頃
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。
実
行
委
員
会
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
、
こ
の
間
は
授
業
へ
の
出
席
は
稀
で
あ
っ
た
。
開
催
が
迫
っ
た
一
一
月
の
一
・
二
日
は
、大
学
に
泊
ま
り
込
み
で
作
業
に
あ
た
っ
た
。
開
催
中
は
無
事
の
進
行
を
念
じ
つ
つ
、私
は
剣
道
部
の
親
善
試
合
の
司
会
な
ど
を
担
当
し
た
。四
日
の
後
夜
祭
で
行
わ
れ
た
三
軒
茶
屋
ま
で
の
提
灯
行
列
が
無
事
に
終
了
す
る
と
、
実
行
委
員
の
各
表
情
に
も
安
堵
感
が
漂
っ
て
い
っ
た
。
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
共
に
活
動
し
た
彼
ら
と
は
交
友
が
深
ま
り
、
在
学
中
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
後
も
連
絡
を
取
り
合
う
間
柄
と
な
っ
た
学
生
も
い
た
。
明
治
祭
の
後
始
末
も
終
わ
り
、
ほ
ど
な
く
日
常
が
戻
っ
た
。
三
年
次
の
授
業
も
滞
り
な
く
進
み
、
一
九
七
四
年
三
月
九
日
に
は
後
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期
試
験
が
無
事
終
了
し
た
。
明
治
祭
準
備
中
に
欠
席
し
た
授
業
に
つ
い
て
は
、
級
友
の
ノ
ー
ト
を
借
り
て
試
験
に
臨
ん
だ
。
四
．
四
年
生
（ 
一
九
七
四
年
度
） 
東
北
研
修
旅
行
四
年
生
の
専
門
科
目
で
は
、
村
田
正
志
教
授
の
「
吾
妻
鏡
の
研
究
」、
大
久
保
利
謙
先
生
の
「
近
代
史
特
講
」、
藤
井
秀
夫
教
授
の
「
日
本
書
紀
に
つ
い
て
」
な
ど
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
年
生
最
初
の
大
き
な
行
事
は
、一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
五
月
九
日
か
ら
一
三
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
東
北
研
修
旅
行
で
あ
る
。
五
月
九
日
、
午
後
一
一
時
三
二
分
発
の
盛
岡
行
急
行
「
岩
手
三
号
」
で
上
野
駅
を
出
発
し
た
。
東
北
新
幹
線
が
走
る
今
と
比
較
す
れ
ば
隔
世
の
感
が
あ
る
が
、
上
野
か
ら
平
泉
ま
で
の
列
車
の
旅
は
、
七
時
間
三
〇
分
の
所
要
時
間
で
あ
る
。
こ
の
研
修
旅
行
の
参
加
者
は
男
子
学
生
三
五
名
、
女
子
学
生
二
五
名
の
内
訳
で
、
国
史
学
専
攻
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
た
。
履
修
科
目
や
出
欠
状
況
な
ど
の
関
係
で
、
六
〇
名
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
入
学
式
以
来
で
あ
っ
た
の
で
、
改
め
て
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
出
身
地
で
は
、
関
東
地
方
が
一
八
名
、
九
州
地
方
が
一
五
名
、
中
部
地
方
が
八
名
と
、
地
方
出
身
の
同
期
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、
関
東
圏
の
出
身
者
を
除
け
ば
、
北
海
道
六
名
（
こ
の
う
ち
の
一
名
は
、
一
年
生
時
に
玉
川
学
園
の
下
宿
で
共
同
生
活
を
お
く
っ
た
Ｋ
君
と
同
じ
高
校
で
あ
っ
た
）、次
に
福
岡
県
と
鹿
児
明治祭実行委員会（中央が筆者）
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島
県
の
五
名
と
続
き
、
他
県
の
出
身
者
は
二
人
か
ら
三
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
名
の
県
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
研
修
旅
行
の
引
率
は
、国
史
学
専
攻
主
任
の
村
田
正
志
教
授
、藤
木
邦
彦
教
授
、黒
板
昌
夫
教
授
、
岡
本
堅
次
教
授
、
大
川
清
・
助
教
授
の
各
先
生
方
で
あ
っ
た
。
翌
五
月
一
〇
日
、
列
車
は
七
時
二
分
に
平
泉
駅
に
到
着
し
、
こ
こ
か
ら
は
バ
ス
で
の
移
動
で
あ
る
。
最
初
の
研
修
地
は
岩
手
県
平
泉
の
無
量
光
院
跡
で
あ
っ
た
。
無
量
光
院
は
、
奥
州
藤
原
氏
の
藤
原
秀
衝
が
建
立
し
た
寺
院
で
、
本
堂
は
京
都
宇
治
の
平
等
院
を
模
倣
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寺
地
は
東
西
二
四
二
ｍ
、
南
北
二
七
三
ｍ
で
、
東
京
ド
ー
ム
一
個
半
弱
に
お
よ
ぶ
広
さ
で
あ
る
が
、
探
究
心
の
あ
る
Ｙ
君
は
、
広
大
な
跡
地
の
周
囲
を
歩
き
土
塁
を
自
分
の
目
で
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
広
大
な
寺
地
を
眼
前
に
し
て
、
た
だ
た
だ
松
尾
芭
蕉
の
句
「
夏
草
や　
兵
ど
も
が　
夢
の
跡
」
を
実
感
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
中
尊
寺
と
金
色
堂
を
ま
わ
っ
た
後
、
毛
越
寺
に
赴
く
。
毛
越
寺
は
、
天
台
宗
寺
院
で
山
号
は
医
王
山
、
円
仁
の
開
基
。
天
仁
元
（
一
一
〇
八
）
年
に
藤
原
基
衝
が
再
建
し
て
、
往
時
は
堂
塔
四
〇
余
宇
、
僧
房
五
百
余
宇
に
お
よ
ん
だ
。
寝
殿
造
の
建
物
庭
園
は
、
中
尊
寺
を
し
の
ぐ
壮
観
さ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
今
は
庭
園
に
そ
の
面
影
を
わ
ず
か
に
残
す
の
み
で
あ
る
。し
か
し
、実
際
に
現
地
を
歩
い
て
み
る
と
、
そ
の
広
大
さ
に
は
当
時
の
壮
観
を
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
毛
越
寺
で
は
、
村
田
教
授
が
、
芭
蕉
の
句
「
あ
や
め
草　
足
に
結
ば
ん　
草
鞋
の
緒
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
夜
の
宿
で
は
、
翌
日
の
多
賀
城
跡
研
修
を
前
に
、
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
の
岡
田
茂
弘
先
生
に
よ
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。
五
月
一
一
日
は
、
多
賀
城
跡
で
の
研
修
が
中
心
で
あ
っ
た
。
古
代
の
城
柵
で
あ
る
多
賀
城
は
、
奈
良
時
代
に
は
陸
奥
国
府
・
鎮
守
府
が
置
か
れ
、
蝦
夷
地
経
営
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
多
賀
城
の
広
さ
は
、
東
西
九
〇
〇
ｍ
、
南
北
一
一
〇
〇
ｍ
で
あ
り
、
そ
の
外
周
は
四
㎞
に
お
よ
ぶ
。
こ
こ
で
再
び
Ｙ
君
の
出
番
で
あ
る
。
彼
は
城
跡
の
外
周
を
ぐ
る
り
と
歩
い
て
来
た
。
私
ど
も
は
、
城
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
政
庁
跡
に
行
き
、
土
塁
の
一
部
が
残
余
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
な
ど
し
た
。
こ
の
日
の
午
後
は
、
多
賀
城
跡
か
ら
松
島
や
陸
奥
国
分
寺
跡
を
見
て
ま
わ
っ
た
。
翌
五
月
一
二
日
、
研
修
旅
行
最
終
日
の
午
前
中
は
、
仙
台
城
や
仙
台
市
博
物
館
に
足
を
運
ん
だ
。
研
修
旅
行
後
に
は
、
研
修
レ
ポ
ー
ト
作
成
が
課
さ
れ
て
お
り
、
各
々
は
真
剣
な
姿
勢
で
「
見
た
も
の
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
」
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
。
皆
の
頭
の
中
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
ど
う
ま
と
め
る
か
で
呻
吟
気
味
で
は
あ
っ
た
が
、
午
後
か
ら
は
自
由
散
策
の
時
間
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
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研
修
レ
ポ
ー
ト
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
再
び
仙
台
市
博
物
館
に
向
か
う
グ
ル
ー
プ
も
見
ら
れ
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
気
分
転
換
に
と
、
仙
台
市
内
を
散
策
す
る
こ
と
に
し
て
、
途
中
、
仙
台
松
竹
で
映
画
「
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
を
観
た
。
映
画
館
の
入
館
料
は
六
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
仙
台
駅
集
合
は
、
午
後
一
〇
時
三
〇
分
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、
午
後
九
時
に
は
駅
頭
に
着
い
て
し
ま
っ
た
者
も
い
た
。復
路
も
、仙
台
駅
発
一
一
時
三
四
分
の
夜
行
急
行
列
車
で
、
一
路
、
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。
上
野
駅
到
着
は
翌
一
三
日
の
早
朝
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
旅
行
中
、
ご
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
先
生
方
は
ご
壮
健
で
余
裕
綽
々
、
難
な
く
旅
程
を
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
村
田
先
生
は
当
時
古
稀
で
あ
っ
た
は
ず
。
先
生
は
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
逝
去
さ
れ
た
が
百
余
歳
の
御
長
寿
で
あ
っ
た
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
研
修
旅
行
か
ら
帰
京
し
て
最
も
驚
い
た
の
は
、
当
時
住
ん
で
い
た
世
田
谷
区
船
橋
に
あ
っ
た
銭
湯
の
代
金
が
出
発
前
の
五
五
円
か
ら
七
五
円
に
値
上
が
り
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
す
る
物
価
を
身
近
に
感
じ
た
一
例
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
は
、
朝
廷
の
東
北
地
方
経
営
の
歴
史
、
東
北
地
方
の
生
活
と
文
化
、
歴
史
地
理
学
か
ら
み
た
各
城
柵
の
位
置
と
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｙ
君
の
実
地
調
査
の
成
果
も
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
。
卒
業
に
向
け
て
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
六
月
に
入
る
と
教
育
実
習
が
あ
り
、
私
は
母
校
で
二
週
間
日
本
史
を
担
当
し
、
実
習
に
励
ん
だ
。
高
校
在
学
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
、
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
教
育
実
習
で
痛
感
し
た
こ
と
は
「
教
え
る
」
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
っ
た
。歴
史
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
必
要
性
と
、生
徒
理
解
に
は
実
践
上
の
経
験
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
教
育
実
習
が
終
了
す
る
と
ま
も
な
く
夏
休
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
仙台城内の支倉常長像前にて
（研修旅行最終日）
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の
期
間
中
に
は
各
地
で
教
員
採
用
試
験
が
あ
り
、
私
も
神
奈
川
県
な
ど
で
試
験
に
臨
ん
だ
。
そ
し
て
卒
業
論
文
作
成
も
本
格
化
し
た
。
内
容
は
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
一
〇
月
の
宣
旨
、文
治
元
（
一
一
八
五
）
年
の
守
護
・
地
頭
の
設
置
、
頼
朝
の
征
夷
大
将
軍
就
任
の
根
拠
な
ど
が
中
心
的
な
項
目
で
あ
り
、
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
か
ら
建
久
三
（
一
一
九
二
）年
に
至
る
過
程
を
重
視
す
る
機
能
論
の
立
場
か
ら
論
を
進
め
て
い
っ
た
。時
に
は
何
日
も
ペ
ン
が
止
ま
っ
た
り
し
た
。そ
の
間
に
は
村
田
教
授
の
ご
引
率
で
宮
内
庁
書
陵
部
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
見
学
な
ど
も
あ
っ
た
。
一
一
月
二
一
日
に
は
村
田
ゼ
ミ
で
中
間
面
接
が
あ
り
、卒
論
進
捗
状
況
の
確
認
が
あ
っ
た
。一
二
月
一
〇
日
が
最
終
提
出
日
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
口
頭
試
問
が
あ
り
、
村
田
教
授
か
ら
「
ま
と
ま
っ
て
は
い
る
が
、
独
創
性
に
工
夫
が
ほ
し
か
っ
た
」
と
の
ご
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
大
学
最
後
の
授
業
は
大
久
保
利
謙
先
生
の
「
国
史
特
講
」
で
、
内
容
は
明
治
一
〇
年
前
後
の
近
代
政
治
史
で
あ
っ
た
。
大
久
保
先
生
は
大
久
保
利
通
の
孫
に
あ
た
り
、
高
尚
で
気
品
が
感
じ
ら
れ
た
。
大
学
最
後
の
定
期
試
験
は
一
九
七
五
年
一
月
三
〇
日
に
終
了
。
二
月
に
は
成
績
表
の
受
領
や
謝
恩
会
が
あ
り
、
三
月
二
〇
日
が
卒
業
式
で
あ
っ
た
。
五
．
卒
業
後
大
学
を
卒
業
し
て
私
の
親
友
た
ち
は
、
新
し
い
道
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
自
由
闊
達
な
Ｍ
君
は
北
九
州
市
の
小
学
校
教
員
、
ス
マ
ー
ト
な
Ｈ
君
は
神
奈
川
県
の
小
学
校
教
員
、
堅
実
派
の
Ｋ
君
は
静
岡
県
の
Ｓ
市
役
所
、
真
面
目
だ
っ
た
Ｙ
君
は
信
販
会
社
、
寡
黙
だ
っ
た
Ｙ
君
は
石
油
販
売
関
係
、
明
治
祭
実
行
委
員
仲
間
で
親
し
か
っ
た
法
学
部
の
Ｓ
君
は
金
融
関
係
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
だ
。
私
は
少
し
寄
り
道
が
あ
っ
た
が
、
東
京
都
で
中
学
校
教
員
と
し
て
勤
務
を
は
じ
め
た
。
卒
業
後
も
国
士
舘
大
学
と
は
何
か
と
接
点
が
あ
る
。
赴
任
先
の
中
学
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
生
が
在
職
し
て
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
。
Ｓ
先
生
と
は
二
校
で
ご
一
緒
し
た
が
、
二
校
目
で
は
教
頭
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
三
校
目
の
Ｔ
校
長
は
、
穏
や
か
で
誠
実
な
人
柄
で
皆
の
人
望
も
厚
か
っ
た
。
四
校
目
で
は
、
教
育
実
習
や
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
当
時
の
文
学
部
学
生
が
活
動
し
て
い
た
。
頼
も
し
い
学
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
私
が
勤
務
し
た
中
学
校
の
卒
業
生
の
な
か
に
は
、
後
に
国
士
舘
大
学
に
進
学
し
た
者
も
い
る
。
ま
た
私
の
長
男
は
、
政
経
学
部
経
営
学
科
の
卒
業
で
あ
り
、
姪
の
長
女
は
体
育
学
部
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
を
卒
業
し
て
、
現
在
、
郷
里
で
小
学
校
教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
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入
学
以
来
、
中
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
し
た
現
在
ま
で
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
観
戦
が
好
き
で
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
試
合
に
は
、
定
期
的
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
特
に
、
母
校
国
士
舘
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
と
野
球
部
の
試
合
に
は
、
約
四
〇
年
応
援
に
通
っ
て
い
る
。
長
年
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
現
理
事
長
の
大
澤
英
雄
先
生
の
お
姿
を
国
立
西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場
（
東
京
都
北
区
）
な
ど
で
お
見
か
け
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
元
気
が
湧
い
て
く
る
。
大
学
時
代
の
四
年
間
を
振
り
返
り
、
懐
か
し
く
良
き
思
い
出
で
あ
る
一
方
、
ま
と
ま
り
の
な
い
文
章
で
慚
愧
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
て
擱
筆
と
致
し
ま
す
。
